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“
　 本誌第 14卷第 5／6 號 に發表 された石村清氏の ．

“

ク ロ ヒ カ ゲ の 生 活 史に 就い て
”

を讀み ，

　　私 も近 年ク 卩 ヒ 屯ゲ を飼育 した こ とずあ る の で，氏の 結果 と私 の 夫 れ とを較づて卑噺梁い も

　　 o）が あっ た。 私 の最近飼育 したの 峠， 栃木縣瘤那須で 8 ‘
月中旬に 採卵， 飼育 し，9 月 中旬 4

　　齡の 中途で聯奈川縣茅 ケ崎 に移 して 飼育 を纏 けた も．の で あつ た。無那須は海拔 740 米の 避暑　、

　　 地 で ある の に封 して ， 茅ケ 崎は 東京よ わ儉程暖か い湘 南の 海 岸地 で ， 自然 に は ク，ロ ヒ カ ゲ の

　棲 氈 見漸 で ある。 こ の 樣嘲 育の L“igで條件 が變 つ て ゐ る の で ・ 此 の 鞘 1ま勿謡 蠍

　　 態に あつ た とは云 ひ難 く， 況ん や 野磐の 自然牀態に 於け る もの と較 べ る こ．とは出來ないが ， 然

　　 ．し私は 同時 に同 じ條件の 下 で ヒ カ ゲ テ フ も飼育 し之 と對比 しなが ら記録 して 居 た の で ，此の

　　 結果 も幾分 の參考に な る もの と信 じて 此處に發表す る こ とと した。

　　　　こ の 時 に得短私 の 結論は
tC

ク ・ ヒ カ ゲ は 4齡式で成長が早 く ，
ヒ 季ゲ テ フ は 5 齡式で 逓く，

　　 多 くは年内に蛹化 しない。
”

と云 ふ こ とであ つ た。 之 は石村氏 の飼育に於 い てク ・ ヒ カ ゲが

・’　 凡 て 5 齢式で あ つ た の と比較 して ， 土地 と氣候の 差違が これだ けの 差を もた ら した もの か と

　　 驚 くべ きもの が あっ た q 私 の ノ ートには次の 樣に書い て あ る
。 　　　　　　　　　　　 ，

　　　 “

ク ロ ヒ カ ゲ は ヒ カ ゲ テ フ に 比 し成長の 早 き こ と驚 くばか b な   。 17 日に して 3 齢を絡

　　　り ，
　20、m 、n に逹せ る に ，

ヒ カ ゲ テ フ は 此の 間に漸 く 2 齡を絡 りて 9〜10　mm ．な の・ 從 つ て

　　　食草の 量 も段違 ひな り （8 月 28 日記 ）
”

　　　　　　　　　
’

　 II　）口 匕 カゲ （Lethe　diα na 　BUTItER）
’

　第
』
俵 ・睦 卵日 の 判明 しT（ゐ る もの eまee・6 號 （VIII／17 日X卵）の みで ある が ・ 此 の表以

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ハ　　　　　　　　　　　　　　　
9

外の 飼育記録で は卵期は 8 月 24 日（産卵）〜30 日 く孵化）， 伺 250 〜31 日， 同 27 日 〜 9 月

2 日 と亭均 して 6 日間で ， 幼蟲期は 、23 日ジ蛹期は 8 日で ，發育期間は 計 37 日で あっ た

　と云 へ ろ。石村氏 （夊蠶 1
，p・186） に依れば、越冬しない ク ロ ヒ カ ゲ の 幼生期は 55〜 60 日で

　あろ か ら，此の結果 とは非常 な相違で あ る。　　　　　　　　　　　　 一

　 幼蟲の色型は石概 の 記事 胴 じく藻 ・表 に も．あ ろ 通 り 4 齢 （私 の 場合 の 絡齢）で 2
評

鍾に 分れ ろ。

　　私の ノ ー 1・に は次 の 如 く窘き．とめ て あ る。
・

（9
幽

月 6 日）4 齢に逹 し妨 ク ・ ヒ カ 殫 頭中，、噸 色彩の 勧 て麟 な ろ
’
あ 吟・

、
1）背線黒

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 騨

’
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第 1 表 　ク 卩 ヒ カ ゲの 飼育例 （1939 年 8 月 〜9 月 ）
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色 ，
2）亜背線黄色，3）氣門黒色 ，

4 ）其他各節 に無黔多 く， 殊 に第 5 ・6 ・7 節の 亜背部 には

ヒ カ ゲ テ フ に於 い て微に現 はれ る白紋 と」司標の 黒紋あ り。こ の 内 2）J3 ）の 特徴 は 3 頭に 共

通 な り。

　（9 月 7 日）煎記 の 1 頭夕刻全 く褐色型 とな り ，
キ マ ダ ラ ヒ カ ゲ の 幼蟲 と同色な り。

．

』
　 t

　（9 月 8 日）本朝檢す る に 4 齡 5 頭中黒紋あ る もの 3．頭 ， 3 齡 と大 體同 じ緑色の もの 2

頭な り。第 3 齡時代 に於 い て 顏面に 黒線 の 多 き もの は 前者 とな る。
”

　蛹は 全部一樣 に淡褐色牛透 明で あ つ て ，
S ヤ P

ヒ内に 化蛹 した爲 ゼ 石村氏が經驗 され た樣

に 深緑色型の もの は得 られ なか つ た 。

　　　　　　　　　　　 111　匕 カゲテ 7 （Lethe　sicetis 　HEWITSON ）　　　　　　　　　　 ・．

　　　　　第 2 表　ヒ カ ゲ テ フ 　（Lethc・sieJelds　HEw 鵬 ox ） の 飼育例 （1939 年 8 月一9 月 ）
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幹 卵 は 當 日卵 を 探集ぜ る もの ， 從 つ て 翼 の 産卵 g は不 明 。

　 これ らの ヒ カ ゲ テ フ の 幼蟲は越冬中 恐 ら く濕氣 の 不 足か らか 大牛死亡 したが ， 生 き殘つ

た もの の 内最初 の 1 頭は 翌年 4 月 27 日 に脱皮 しで絡齢に 邃 した
。

’
越冬 した幼蟲 に は第 5 ・

61
’
7 節の 重背線に黄由色 め寂を生 じ， 更に そ の 内働 （背線 に近 い方1”

に紅點を裝ひ ，

’
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知 られて ゐ る緑色に黄條の ある幼蟲とは著 しく異 つ
ii
見 え凡

’
乏は示自然 意越參の 影響か と

も考へ られ る。（材料は河 田黨氏に 遑附 したの で
， 手許に は共後の 記録は な い 。） 然 しル リモ

ン ジ ヤ ノ メ の 幼蟲．（文獻 2
，p，215）は維齢に於 い て 第 5・6節の 亞 背部 に青色 の 斑點 を生 じ，，叉

第 4 ・5 『・6 ・7 節に 淡色橙色紋を生ず る もの が あ る故 ，

一般 に ジ ヤ ノ メ テ フ 科 の 幼蟲 には斯

る斑紋の 發現 す ろ素質が ある もの か もの 知れ ない。佝 ， 第 2 表の 外 1三も S．月 6 日孵化 ， 同

13 日 第 1 回睨皮 ， 同 23 日 第 2 回脆皮，9 月 8 日 第 3 回吮皮 ， 同 15 日第 4 回暁皮，同

28 日蛹化 し （此 の蛹は標本 と したので共の 後の 資料 は な い ）幼蟲期間が 53 日 に 互 り，年内

に蛹化 した記録が あろが， 此の 結果 を普通 の經過例 と比較す る と， 第 3表の 如 く甚 しい 差異

が あ る
。

邑卩ち此 の 個體で は ，
3齢期が 異當に 長 く，

一且 越冬の 準備に 入つ た の が 或は 再 び思

ひか へ して 威長 を綾 けた樣に も考 へ られ る
。

　　　　　　　　　第 3 表　ヒ ヵ ゲ テ フ （Lethe　sicelis　HE − VITSON ）の飼育例

異常例 （？）

正 常例・

差

1 齡期

7’日

6 口　 ’

1 日

2 齢期 3 齢期 4 齡 期 5 齡期 全 幼 蟲期聞

10 日 7 日 13 日 53 日　．

6 日

　 ・16 日 ，
一

　　帽 　　！ 6 自
　　　、
11 日 丼6 日

’

卜
　 4 日

　　　　」
・ 日　 t ・ 日 2 日 17 日

　 こ の表に 用ひk 正常例は本年度 （ユ941）の 東京 に於 け る 飼育の 例で ，
7 月 ．IB 旧産卵 ， 同 25

日孵化，同 31 日第 1 囘晩皮，8 月 6 日第 2 回院皮，同 13 圓se　3 回脱皮，向 19 月，第 4 囘

脆皮 ， 同 30 日蛹化 、
9 月 S 日翠化 と云 ふ 經過 を示 した もの で あ る 。 皀卩ち此 の 場合 ， 蛹朝は

9 日間で あつ た。 徇， 蛹期の 記録 と して は WI 鵬 恥 N の 5 日間 （1900 年 ， 祕戸 ，
9 月 2 

日蛹化，同 25 日朋化） （文獻 5， p．260）， 長野菊次郎氏の 11 日間 （1909 年，岐阜，5．月 24

日蛹化 ， 同 6 月 4 日羽化）（丈獻 4
， p．593 及文獻 5

，
　p208 ）が あ る が ， 前者は 疑は しい 。

・ カ ゲ テ ・ の 幼蟲に も雛 型が 轍 す る で あ ら うこ と幽 ：贓 三博士 が 齊 て居 らn ・ （文

獻 5
， P・208）私 も同 じ意見を抱 い でゐ るが ， 未だめ ぐ り會 つ て居 ない 。 叉 ， 蛹は 鮮緑色に 白

紋を有する型以 外を知 らない 。　　　　　　 ・

IV 　匕メジ ヤ ノ メ （Mgcalesis 　gotα ma 　MoORE ）

　W エLEI ，IAN （丈獻 3
，
　p．2絢 は ヒ メ ジ ヤ ノ メ の 幼蟲 に も褐色型 の ある こ とを報告 し， これ を

鱗翅 目の 幼蟲に よ く認 め られ る蛹化前の 單 なる變色 と解すべ きか と邇 べ て居 る が ， 5 月12 日

採集，同 31 日羽化 と去 ふ そ の 記録か ら見る と， 蛹期を普逋 の 長 さ と假定 すれば ， 蛹化迄 に

1 週間近 くも褐色を呈 しもゐた筈で ある か ら ，

’
之は單なる變色で は な く確實 に 褐色型 で あ つ

た と云 へ や う。參考 と して 筆者の 飼育記録 を竭げれ ば戎の 樣で あ る。　　　　
“

　8 月 28 日産卵 ， 9 月 3 日孵化 ， 同 9 一
日 第 1 回脆皮 、 同 14 日 第 2 回脱皮 ， 同 1S 日第

．3 回晩 皮 ， 同 24 日 第 4 回晩皮 ，
10 月 3．日蛹化 ， 同14 日羽 化。 即ち卵期 6 日間 ， 幼蟲期

30
’
日聞 ， 蛹期 11 日間、（新那須一茅 ケ崎，1939）で ， 食草は ス ズ メ ノ ヒ エ と メ ヒ ジ ハ を與 へ た。

　 ヒ メ ジ ヤ ノ メ の幼蟲に關 してば上記の WILaSflLNLrの報告の 外丈獻 6 と 7 にそ の 記事 が あ る。

●
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V　キマ ダラ 匕 力ゲ （Neope 　gosghkevitschii　M 舳 丁 劬 R王它s）
’

　以 上 に述 べ たク ・ ヒ

’
カゲ

，
ヒ カ をテ フ

，
ヒ メ ジ ヤ ノ メ の 幼蟲は い つれ も最初が維色型で後に

禍色型 を生ず る の で あ る が，キ マ ダ ラ ヒ カゲの幼蟲は始めか ら褐色型 の 1 型 の み が存在す る

に過ぎ な い。 但 し孵化直前か ら 1齡 に か けて顏面に非常に濃色 μ雲形紋 の あ る幼蟲 を生ずろ

卵塊 と ， か か る斑 紋の なb幼蟲 を 生ずる卵塊 とが存在 し，私 は兩者を別種か と樂 しみに した經

驗 が あ る。 然 し幼蟲 が夫れ程異 つ て居 て も， 之 よ り現 はれ る 成蟲 に は變化は な い 。

最後に キ マ ダ ラ ・ カ tiの 飼育例 を 2 例掲 げろ ゴ 　 ・ ”

1） 8 月 14 日産卵，同 22 目孵化 ， 同 27 日第 1 回 脱皮 ，
9 月 1 日第 2 回脱皮 ， 同 7 日

第 3 回脱 皮， 同 16 日第 4 回吩皮 ， 同 30 日蛹化 ， 越冬，翌年 4 月 22 日朋化 （噺那須 〜 茅
b ．崎

〜東京 ， 1939〜1940）。

『
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

’
s

2 ） 5 月 26 日産卵 ，
6 月 3 日孵化 ， 同 、8 日第 1 回脱皮 ， 同 13 日第 2 回眈皮 ， 同 17 日

第 3 回脆皮 ， 同 22 　

’
日第 4 囘1虎皮 ，

7 月 3 日蛹化 ， 同 1G 日羽化 （東京、194  ）。

　キ マ ダ ラ ヒ カ ゲ の幼蟲に關す 為記 事は支獻 5
， p．209 に詳 しく， こ の 他 丈獻 7 が あ る。

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’
　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　

1

　　　　　　　 ．　 ・　 ．　　　 4
売　　 獻

　1・石村 清 ・ ク ・ ヒ カ ゲ の 生tu史 に就 L・て ・昆蟲 v ・1・14，
　・）・s．516，　PP ．　 184−−196

，
　 1941．

2・洪氏雲侮 ・Vy モ ソ ジ ヤ 〃 の 飼育灑寮 昆蟲界 ・。1．　4，　n ・．　26
，
　PP．　212−−224、1937，

3・ A・平
・w ・LEMyLN ・ 尊・t・・ … J・p ・ n ・・e　l・・pid・pte・a 　 and 　their　L ・・：ヤael　part　1． 1．・hilip，

Jou士11．　Sci．
，
　vo1 ．19

，
110．3

，
　pp− ：347〜266

， 191孔　　　　　　　　、　　　　
国
　
”

　　　　
“

4・長野菊 …螂 ・ ヒ カ ゲ テ ・ に 就きて・昆蟲世界，・・1・　14，　nQt 　12，　PP・　590〜593
，
　1910，

5・鰯 菊獺 1°Vtwua三 ・ 日欄 纐 鋤 蟲・購 の講 （エ・）・Z ・phyrus… 】・’3， … s・…3X・，，・Pl，．’
207〜210

，　1931 ．　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　
’
　
1
　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　、

6・名 和梅吉 ・ ウ ス イ ・ コ ジ ヤ 〃 に 就 て ・昆蟲世界 ，
・。1．・4

，
・ ・．10，・PP．　373−−374，

　1900，

　7・木下周太 ： キ マ ダ ラ ヒ カ ゲ及 び ヒ メ ジ ヤ ノ メ 幼蟲 日本昆蟲鬮鑑 ， 幼蟲篇 ， 1コP．2158〜2159
， 1932．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 n　　　　　　　　　　　　　　　ぼ

　　 　 　 　 　　 　 ．　　　　
臼
　　　　　　　　　　　　　　

・
　　　　　　　　　　　 （tollX・1941）

　　　　　　
一

　 　 寫 眞 圖 版 読 明 （籔物よ り稱々 縮小） 　 　 　 　 　 　 ．

L 　ク ロ ヒ カ ゲ （Letlte　aiatia）の 絡 齢幼蟲 （緑 色 型 1 頭，褐 色型 3 頭）

．2． キ マ ダ ラ ヒ カ ゲ （A ’ebpe 　goscitlcet’itschii）の 絡齡幼蟲 （大 形 の 方） と

　　 ヒ メ ジ ヤ ノ メ （lfycalesdS　gotarna）の 絡齢幼蟲 （小 形 の 方 2 頭 ）

i． ヒ カ ゲ テ フ （LetJt・e 瞬 醜 ） の 絡齡幼蟲 （ク ロ ヒ カ ゲ よ り頭角短 か し ）

生　左 　ク ” ヒ カ ゲ （L ．diatZの の 蛹

　　 右 ヒ カ ゲ テ フ （Lsicelis ）の 蛹 （ク ロ ヒ カ ゲ よ り丸味あ り ）
‘
5」 左 　キ マ ダ ラ ヒ カ ゲ （N ・goschkevitsehii）の 蛹　　　　　，

』

　　右 ヒ メ ヌ ヤ 〃 （Mg ・tam α）の 鯒 （ヒ 押ゲ テ フ に 似 る も小 型 蔽 端 曲 らず ）
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